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俺の敵は

だいたい俺です
（小山宙哉作 宇宙兄弟 南波六太）

3年生になって約２ヶ月…
現実感はあまりないとおもいますが3年生になって

２ヶ月が経ちました。第1回学力テストを受けて、自己
採点をしてみてどうでしたか？
テストの点数は高い方が当然うれしいです。
テストを受ける上で大事なことはテストに向けてがん

ばることもですが、「出た問題は２度と間違えないようにやり直しをすること」で
す。せっかく受けた学力テストです。自分の力になるように利用してください。
勉強はわかりはじめると面白くなってきます。まずはわかるところから、

少しずつでも自分が得意な部分を増やしていくとよいでしょう。

宇宙兄弟
中西の好きな漫画の一つに｢宇宙兄弟」があります。
星空観察が好きな兄弟が子どもの頃に、謎のＵＦＯを見て、「宇宙飛行士になり

たい」という夢を叶えるために成長していくストーリーです。
兄の六太はいつしか夢をあきらめかけ、弟の日々人は夢を叶え、兄より先に宇宙
飛行士になる。六太だけでなく周りの人たちの成長、支え、色んなことを考えさ
せられる漫画です。
今年度の進路通信のタイトルも宇宙兄弟から引用しています。
作中の色んな名言を僕の心のノートにメモしているのですが、その中の一つに上

のセリフがあります。この「俺の敵はだいたい俺です」に続くセリフに
こうあります。

「自分の”宇宙へ行きたい”っていう夢を
さんざん邪魔して 足を引っぱり続けたのは

結局 俺でした 他に敵はいません」

「どうせ自分なんて」「時間が無いから…、才能が無いから…」っていう想いは、
ついつい持ってしまうものです。でも、よく考えてみると「どうせ」や、「言い訳」
はみんなを夢から遠ざけていく言葉ではないでしょうか。まだまだみなさんには
可能性があります。自分の中で言い訳という敵を作らず夢に向かっていく努力・
挑戦をして欲しいと願っています。


